
２０１１年第１回評議員会議事録 

 

日時：２０１１年２月１２日（土曜日） 

時間：１１時から１６時４５分 

場所：JAMSTEC 東京事務所 

出席：海老原充会長，吉田尚弘副会長，鍵裕之，川口慎介，川幡穂高，下田玄，鈴木

勝彦，高橋嘉夫，谷水雅治，中井俊一，西尾嘉郎，野尻幸宏，平野直人，松枝秀和，

丸岡照幸，山本鋼志評議員，三澤啓司 

欠席：松久幸敬監事，佐野有司 GJ編集委員長，橘省吾，谷本浩志，松本拓也，山中寿

郎評議員 

 

報告事項 

１．報告事項等 

１．１．庶務 三澤庶務幹事 

１．１．１．２０１１年度の委員について：学会賞等選考：吉田（１１年まで），圦本

（１１年まで），野尻（委員長），岩森，山本各会員。鳥居基金：平田（１１年まで），

蒲生（委員長，１２年まで），鍵（１３年まで）各会員。 

１．１．２．２０１１年度の国際文献との契約：不要なバックナンバーを廃棄し，管

理コスト削減をめざす。 

１．１．３．GJ 出版に関わるテラパブとの覚書２０１１年度（Vol．４５，No．１）

以降について，ドル円為替レートを８５円とし，変動した場合は両者で協議すること

とする。 

１．１．４．鳥居基金応募状況国内研究集会：３件海外派遣１件。 

１．１．５．学会賞等推薦状況：学会賞２件，功労賞１件，奨励賞３件。 

１．１．６．J‐Stage 早期公開プログラム進捗状況：DOI 付きで GJ受理論文を J‐Stage

にて公開（２０１１年３月開始？）。 

１．１．７．２０１０年育志賞選考結果：本会からの推薦（１件）は，採択されず。 

１．１．８．和文誌「地球化学」広告：地球科学研究所，三愛科学，ジャスコインタ

ナショナル，太陽日酸，いずも Web，その他は交渉中。 

１．２．会計：谷水会計幹事 

１．３．会員：丸岡会員幹事 

 １２月に入り会費請求書を送付し，１／３１に締め切った。請求書到着時点でお知

らせのメールニュースを送った。 

 １２月末をもって，３年間会費未納者１２名を除名にした。２０１０年末での１～

２年未納者の退会希望に関しては，これまで通り未納のままで「退会」という形にす

るが，２０１１年度以降は前もって当該会員と連絡をとって，未納での退会は「除名」



扱いとすることとした。除名者が再度入会を希望する場合は，未納分の納付を義務付

ける（明文化されていない）。 

会員数の増減（昨年度末との比較する）。 

会員種別 ２００９／１２  ２０１０／１２ 

一般正会員  ７２２ －＞ ７１７ 

学生正会員  １１４ －＞ １１９ 

（うち，学生パック６１ －＞ ５５） 

シニア正会員 ６３ －＞  ６２ 

賛助会員   １１ －＞   ９ 

（契約口数１５ －＞  ９） 

名誉会員    ９ －＞   ９ 

 合計    ９１９ －＞ ９１６ 

 年度末の退会者（今年度２６名）も昨年度（３６名）よりも少なく，入会者が増え

なかった分を退会者の減少で補った形で会員数をほぼ維持している。 

 現在の会員数は，以下のとおり。 

日本地球化学会会員数（２０１１年１月３１日） 

 会員種別   人数 

一般正会員  ７２３ 

学生正会員  １１９ うち，学生パック３６ 

シニア正会員  ６２ 

賛助会員     ９ （契約口数９） 

名誉会員     ９ 

 合計    ９２２ 

（GJ 冊子体配布に関して，要：４３７名，不要：４８５名） 

 

会員異動（２０１０／０９／０１～２０１１／０１／３１） 

【入会】 

（９月） 

（正会員） 

９２８２６９９ ALAM, MOHAMMAD AYAZ 

 Universidad de Chile, Departamento de Geologia 

９２８２７１２ 瀬戸繭美 セトマユミ 

 奈良女子大学・理学部・情報科学科 

（学生パック） 

９２８２６９０ 山本真里子 ヤマモトマリコ 

 名古屋大学大学院・環境学研究科・都市環境学専攻 



９２８２６９５ 片山樹里 カタヤマジュリ 

 北海道大学理学院・自然史科学専攻 

９２８２７００ 山中康平 ヤマナカコウヘイ 

 近畿大学大学院・総合理工学研究科・理学専攻・地球化学研究室 

９２８２７０２ 吉田 怜 ヨシダサトシ 

 北海道大学大学院・環境科学院・地球圏科学専攻・物質循環・環境変遷学コ

ース 

９２８２７０３ 佐野和広 サノカズヒロ 

 富山大学大学院・理工学教育部・生物圏環境科学専攻 

９２８２７０４ 太田朋子 オオタトモコ 

 富山大学大学院・理工学教育部・生物圏環境科学専攻 

９２８２７０５ 高田理恵 タカダリエ 

 九州大学大学院理学府・地球惑星科学専攻・無機生物圏地球化学研究室 

９２８２７０６ 丸山浩司 マルヤマコウジ 

 東京大学大学院・理学系研究科・化学専攻地殻化学実験施設 

（１０月） 

（学生パック） 

９２８２７１０ 福田美保 フクダミホ 

 筑波大学大学院・生命環境科学研究科 

（１１月） 

（学生パック） 

９２８２７０８ 斎藤直樹 サイトウナオキ 

 筑波大学大学院・生命環境科学研究科・環境科学専攻 

（１２月） 

なし 

（１月） 

（一般正会員） 

９２８２７１６ 大竹 翼 オオタケツバサ 

 東北大学大学院・理学研究科・地学専攻地球惑星物質科学科 

９２８２７１７ 布川 裕 ヌノカワユタカ 

 北見工業大学・未利用エネルギー研究センター 

９２８２７１９ 大木可奈子 オオキカナコ 

 さいたま市健康科学研究センター・環境科学課 

９２８２７２１ RICHARD, WYSOCZANSKI 

 National Institute of Water and Atmospheric Research, Ocean 

Geology 



（学生正会員） 

９２８２７１８ 篠崎鉄哉 シノザキテツヤ 

 筑波大学大学院・生命環境科学研究科・生命産業科学専攻 

（学生パック） 

９２８２７１４ 山崎敦子 ヤマザキアツコ 

 北海道大学大学院理学院・自然史科学専攻 

９２８２７２０ 北村文彦 キタムラフミヒコ 

 東京大学大学院・理学系研究科・地殻化学実験施設 

【退会】 

（９月） 

９２８０７３１ 吉野諭吉 シニア正会員 ２００９／５／８逝去 

９２８２３７９ 齊藤友比古 学生正会員 ２００９／４逝去 

（１０月） 

 なし 

（１１月） 

なし 

（１２月） 

２８１１９７ 澤田 清 一般正会員 逝去 

７２８０３４８ 森田良美 シニア正会員 逝去 

７２８２０５６ 篠塚一典 一般正会員 ２０１０年度会費未納 

５２８０９３３ 佐藤芳徳 一般正会員 ２０１０年度会費未納 

９２８２４９９ 丸山匡臣 学生正会員 ２００９，２０１０年度会費未納 

２２８２０９５ 西進商事東京支店 賛助会員 

４２８０５６５ 砂川一郎 シニア正会員 

７２８０４６７ 佐藤和郎 シニア正会員 

２８２２３７ 清水直哉 一般正会員 

１２８０９２０ 前田仁一郎 一般正会員 

２２８０２１３ 川野田実夫 一般正会員 

２２８０３０９ 水上正勝 一般正会員 

２２８０４６２ 佐々木一敏 一般正会員 

３２８１２３７ 菅 和哉 一般正会員 

４２８１７８０ 中村純也 一般正会員 

５２８１４８２ 永野哲志 一般正会員 

６２８２１２７ 渡邊眞紀子 一般正会員 

７２８２２９４ 藤本隆之 一般正会員 

８２８００９５ 平尾良光 一般正会員 



８２８２０９３ 服部裕史 一般正会員 

９２８０６９０ 渡辺吉博 一般正会員 

９２８２０７４ 石橋 浩 一般正会員 

９２８２５１９ 永石一弥 一般正会員 

９２８２５８６ 中尾武史 一般正会員 

９２８２６３７ 川瀬雅也 一般正会員 

３２８２２９２ 石〓 維 学生正会員 

９２８２４１１ 岡野和貴 学生正会員 

９２８２４４１ 柏 麗麗 学生正会員 

９２８２４４３ 小池庸代 学生正会員 

９２８２５４９ 児玉将大 学生正会員 

９２８２５７２ 小野森弘 学生正会員 

９２８２６０１ 神田ゆか 学生パック 

（１月） 

９２８２６８３ 中嶋勇輔 学生正会員 

【会員種別変更】 

（９月） 

なし 

（１０月） 

なし 

（１１月） 

なし 

（１２月）         変更前   変更後 

２２８０５２５ 清水 洋 一般正会員 シニア正会員 

（１月）         変更前   変更後 

９２８２３８５ 吉野 徹 学生正会員 一般正会員 

９２８２４８６ 山岡香子 学生正会員 一般正会員 

９２８２５８９ 萩原崇史 学生パック 学生正会員 

９２８２５９６ 山田健太郎 学生パック 学生正会員 

９２８２５９７ 服部祥平 学生パック 学生正会員 

９２８２６０５ 中田亮一 学生パック 学生正会員 

９２８２６０８ 冨部麻利子 学生パック 学生正会員 

９２８２６０９ 山内理恵子 学生パック 学生正会員 

９２８２６１０ 朝比奈健太 学生パック 学生正会員 

９２８２６１１ 小澤 萌 学生パック 学生正会員 

９２８２６１３ 伊藤絵理佳 学生パック 学生正会員 



９２８２６１４ 松倉誠也 学生パック 学生正会員 

９２８２６１５ 中川麻悠子 学生パック 学生正会員 

９２８２６１９ 安齊沙耶 学生パック 学生正会員 

９２８２６２０ 大山拓也 学生パック 学生正会員 

９２８２６２１ 佐藤晋太郎 学生パック 学生正会員 

９２８２６２３ 佐久間博基 学生パック 学生正会員 

９２８２６２７ 山田明憲 学生パック 学生正会員 

９２８２６２８ 内藤裕一 学生パック 学生正会員 

９２８２６２９ 松田伸太郎 学生パック 学生正会員 

９２８２６３０ 長島加奈 学生パック 学生正会員 

９２８２６３１ 荒川裕子 学生パック 学生正会員 

９２８２６４８ 長嶺 篤 学生パック 学生正会員 

【除名】 

（一般正会員） 

２８１７３３ BARNARD, WALTHER M. 

２８１８１８ 吉村潤也 

１２８０３６２ 中村裕二 

１２８１５８７ 齋藤貴之 

２２８１６０９ 白幡浩志 

３２８０８１８ 藤田隆男 

５２８０９１１ 門谷 茂 

９２８１８５９ 加藤 研 

（学生正会員） 

３２８２２２５ 下川原 誠 

９２８２１３７ 伊敷 牧 

９２８２４１２ 福本 塁 

９２８２４４０ 加藤智樹 

 

１．４．広報 鈴木 HP幹事 

 ２０１１年１月９日に広報委員会を開催。ニュース幹事，広報幹事，HP 幹事の仕事

を任期中に整理して，来期に引き継ぐ。 

１．４．１．学会ホームページ 

１．４．１．１．地球化学会サイトにおける「会員の研究成果」宣伝ページの開設に

ついて（原田委員担当）：学会ホームページのトップページにおいて，GJ e レターの

紹介文を依頼し必ず掲載することとした。委員会から依頼するのは Nature, Science

などの一般誌に掲載された場合のみとし，専門誌に掲載された成果の紹介については，



別途「会員による最近の研究成果」ページを新設することとした。原田委員が中心と

なり，最新の研究成果宣伝ページを開設した。今後メールニュース等を通じて，開設

したことを周知する。 

１．４．１．２．英語ページ（各委員担当）Goldschmidt の前に学会ホームページの

英語版の整備を計画。広報委員での対応には限度がある。学会ウェブの更新のタイミ

ングで翻訳業者に依頼を検討する。 

１．４．１．３．学会ウェブの改訂について：学会ウェブは掲載する情報が増えたう

えに多岐にわたり，情報が見えにくくなってきたので，将来的に（来年前半）中規模

の改修をしたい。今後必要な費用について検討を進める。 

１．４．１．４．Q&A ページ（丸岡委員担当）：前回の評議員会以降は新しい質問はな

かった（これまでの総質問数は４件程度）更にページを充実させるため，新たな質問

を追加する予定。 

１．４．１．５．広告の募集：現在ウェブ広告はテラパブのみである。ホームページ

広告を年間２０万円から１２万円に変更した後も新たな広告はなし。アクセス数 ２

万弱／月。テラパブのクリック数 約１４０／月。 

１．４．２．講師派遣（山本委員，小木曽委員担当）：前期から準備を行ってきた講師

派遣事業を２０１０年１月から開始した。本事業は，「最先端の研究者が初等中等教育

の場に出向いて，地球や惑星の謎を解く喜びや最先端の科学の現場を伝えることによ

り，地球化学の視点から理科の面白さを積極的にアピールするとともに，学会と教育

現場の交流を促進することを目的」としている。HP に講師の情報を掲載し，高校教師

などが登録しているメルマガなどで情報提供してきた。事業開始から約１年，２月８

日現在の派遣講師登録ならびに派遣依頼の状況を以下の通りである。派遣講師登録

数：４１名，出張依頼：１３件。 

１．４．３．学会ブース 

１．４．３．１．年会でのブース：地球化学講座第８巻の販売，派遣講師の募集など

の役割を終えたこと，広報委員のブースのマネッジメントが容易ではないこと等を考

慮し，今年の年会で開設しない方針。 

１．４．３．２．Goldschmidt2011 のブース（下田広報幹事，折橋委員担当）：Conference 

bag が配られる場合には，ほとんどのケースで日本地球化学会のパンフと GJ のチラシ

を入れていた。今年は費用対効果を考えて，地球化学会のパンフと GJ のチラシを

Conference bag に入れない方針。ブースでは例年通り，パンフ，チラシ，GJ の CD や

GJ を配布する。 

１．４．３．３．連合２０１１大会でのブース（下田広報幹事担当）：地球化学講座第

８巻に加え，昨年好評だった会員の著書の販売を行う。その場合スペースが必要なの

で，昨年同様，２スパンのブースを借りる。ブース代として，３万円×２＝６万円を

措置希望。また，ブース担当の協力を評議員に要請したい。 



１．４．３．４．学会パンフレット・GJ チラシ配布：評議員が国内外の研究集会に参

加する際に，事前に広報委員会に連絡すれば，パンフ・チラシを送る体制。今後，定

期的に評議員メーリングリストに流す。 

１．５．ニュース：谷本ニュース幹事（庶務幹事代読） 

 電子メールニュースの配信。２０１０年１２月２日から２０１１年２月４日までに，

No．１６８～１９９（計３２件）のメールニュースを配信した。 

 ニュースレターNo．２０３を「地球化学 Vol．４４，No．４」巻末で発行した（２

０１０年１２月２５日）。 

 ニュースレターNo．２０４の発行予定（２０１１年３月２５日発行予定）。 

２０１１年度日本地球化学会第５８回年会のお知らせ 

 日本地球化学会年会実行委員長 

南川雅男教授（北大大学院地球環境科学研究院） 

学会からのお知らせ 

 「地球化学」誌掲載の博士論文抄録の募集：高橋「地球化学」編集委員長 

 geochem.jp アカウントの個人利用について：丸岡会員幹事 

研究集会報告とお知らせ 

 日本地球惑星科学連合２０１１年大会：下田広報幹事 

 Goldschmidt 国際会議２０１１：下田広報幹事 

 鳥居基金助成実施報告（２００９年度第２回）TE―６６（静岡県立大学環境科学研

究所 光延聖） 

 鳥居基金助成実施報告（２０１０年度第１回）TE―６８（東大大学院理学系研究科 

角野浩史） 

院生による研究室紹介 No．１９ 

 首都大学東京大学院理工学研究科分子物質化学専攻 宇宙化学研究室（海老原充教

授）（日高義浩） 

１．６．GJ 佐野編集委員長（庶務幹事代読） 

１．６．１．２０１１年発行状況（１月２８日現在）：２０１０年 No．６は，１月に

配布された。２０１１年 No．１は，郵送の都合により３月２５日に配布予定。 

１．６．２．GJ 誌の表紙デザインを更新する予定。新編集委員長体制にあわせるとと

もに，和文誌「地球化学」の現表紙デザインとも関係しているので，充分考慮する。 

１．７．和文誌「地球化学」：高橋編集委員長 

１．７．１．編集委員の交代：沢田委員から辞任の申し出があり，代わりに高野淑識

会員が編集委員となった。 

１．７．２．記事掲載予定：２０１１年 Vol．４５，No．１。 

企画総説「地球化学の最前線」 

 重光雅仁，山中康裕：生態系モデルを用いた海洋における物質循環解析 



報文 

 渡邉泉，秋山太一，佐野翔一：沖縄島北部やんばる地域の生態系における水銀分布

と他元素との関係 

企画総説「地球化学の最前線」 

 原稿受付中。現在の投稿状況査読中。 

 板井啓明（本年２号掲載予定）：ベンガル平野における天然由来のヒ素による大規模

な地下水汚染の発生機構～フィールド・実験的研究の現状と今後の課題～ 

 吉村寿紘，谷水雅治（本年３号掲載予定）：炭酸カルシウムの Ca，Mg 安定同位体分

別（執筆依頼中） 

 臼井寛裕：近年の火星隕石研究・火星探査から得られた火星の描像 

執筆依頼予定者：角野浩史，平賀岳彦 

投稿報文現在２編査読中 

１．８．企画：鍵企画幹事 

１．８．１．２０１０年会（立正大学）報告：黒字の原因として，国際文献からの送

金額が予想より大きかったこと，要旨集の印刷代が抑えられたこと，名札を名刺大の

紙（色紙でない）に印刷したことが挙げられる。残金は基本的に北大に送金する（福

岡実行委員長）。 

１．８．２．２０１１年 年会開催地：北大学術交流会館（北８条西５丁目），大学院

地球環境科学研究院（北１０条西５丁目）。会期：２０１１年９月１４日〓から１６日

〓。実行委員長：南川雅男。会員市民講演会：２０１１年９月１７日〓か９月１０〓

未定。「環境と宇宙の地球化学」（科研費申請済→４月に不採択の通知）。役割分担：会

計（杉本敦子），会場・庶務（山本正伸），懇親会（角皆潤），プログラム（河村公隆），

市民講演会（圦本尚義），ホームページ登録申し込み（入野智久）。 

  年会のホームページ（講演申し込みを含む）は国際文献印刷のシステムを利用：

プログラムについてはセッション制を踏襲。 

１．８．３．２０１２年 年会：開催地：九州大学箱崎キャンパス文系地区。実行委

員長：吉村和久教授（九州大学理学研究院化学部門）。開催時期：２０１２年９月中下

旬の３日間。夏季休業中で９月の前半は使えない予定（時期に関しては，２０１２年

２月頃に初めて確定）。 

 

２．審議事項 

２．１．会員サービス向上に向けて 

２．１．１．＠geochem.jp アカウント利用について：「xxxx@geochem.jp」の個人アカ

ウントを必要な会員に提供することが承認され，国際文献が手動にて＜１００件登録

することとなった。会員幹事を窓口とし，年度ごとに使用の有無を確認する。年度末

前にメールニュース，日本地球化学会ニュースNo．２０４にてアナウンスをお願いし，



利用者を募る。 

２．１．２．My page の充実化：項単価が１０万円ということから，項目として追加

が必要なものがあれば対応する。 

２．１．３．その他：GJ 閲覧のパスワード，テラパブ（パスワード発行），国際文献

（mypage）のやり取りが一元化されていない。GJ早期公開サービスの開始に合わせて，

パスワード発行，管理を再度検討する。 

２．２．GJ および和文誌「地球科学」の編集体制および編集委員長選出方法 

 Geochemical Journal および和文誌「地球化学」の編集体制に関する提案が高橋嘉

夫，吉田尚弘（日本地球化学会将来計画委員会）からなされ，重要かつ喫緊の課題で

ある GJ の編集体制および GJ 編集委員長等の選出方法について，将来計画委員会案を

もとに議論した。 

２．２．１．GJ の編集体制について：GJを取り巻く環境には，地球惑星科学連合の新

雑誌への対応，アジア圏からの投稿増加に対する対応，迅速な対応が可能な編集体制

の構築の必要性など，困難な問題が多く生じている。そのような中で，GJ の編集体制

は現在のところ編集委員長に過度の負担がかかる構造となっており，編集委員長をサ

ポートする体制を確立して，上記のような問題に常に迅速かつ適切に対応する必要に

迫られていた。 

２．２．２．和文誌「地球化学」の編集委員長の選出方法について：和文誌「地球化

学」も，会員間の重要なコミュニケーション媒体として重要である。和文誌「地球化

学」編集委員長の選出についても，これまで明確な取り決めがなかった。 

  このような中で，２０１０年９月９日開催の将来計画委員会において，編集委員

長を様々な面で補佐する副編集委員長を置くことが提案された。その後，佐野 GJ 編集

委員長と議論をおこない，また幹事会，将来計画委員会での検討をふまえて提言がな

された。 

  字句等の修正がなされた後，Geochemical Journal およびび和文誌「地球化学」

の編集体制に関する申し合わせが承認され，以下が申し合わせ事項として確定した。 

 

Geochemical Journal の編集体制に関する申し合わせ 

(1) Geochemical Journal（GJ）の編集は，GJ編集委員長（Executive Editor）１

名，GJ 副編集委員長（Vice Executive Editor）３～５名，GJ 編集委員長が任命し

た GJ 編集委員（Associate Editor）から構成される GJ 編集委員会がおこなう。 

(2) GJ 編集委員長の任期は２年とし，再任を妨げない。任期は１月１日を開始日と

する。GJ編集委員長は，任期２年目の第１回評議員会において，次期も継続して任に

あたるかを表明し，承認を得る。GJ 編集委員長が交代となる場合，会長，副会長，現

GJ 編集委員長の３名と会長が指名した若干名を加えた GJ 編集委員長選考委員会にお

いて次期 GJ 編集委員長候補者を選出し，評議員会に諮る。次期 GJ 編集委員長は，現



GJ 編集委員長の任期満了の６カ月前（前年６月末日）までに決定する。 

(3) GJ 副編集委員長の任期は２年とし，再任を妨げない。任期は１月１日を開始日

とする。新 GJ 編集委員長が選出された後に，会長，副会長，新 GJ 編集委員長の３名

と会長が指名した若干名を加えた GJ 副編集委員長選考委員会において GJ 副編集委員

長候補者を選出し，評議員会に諮る。新 GJ 副編集委員長は，新 GJ 編集委員長が主宰

する新たな編集体制の構築に参画する。 

(4) 次期 GJ 編集体制の決定は，２０１１年２月１２日開催の評議員会において示さ

れたスケジュールに沿って進める。 

 

＊参考：２０１１年２月１２日開催の評議員会において示された GJ 次期編集体制構築

の手順 

 GJ 編集委員長が当期末をもって交代する場合，次期 GJ 編集体制は，以下の手続き

を経て決定される。 

 ２月：評議員会において，GJ編集委員長の当期末での交代あるいは継続の意思確認

をおこない，承認 

＊以下 GJ編集委員長が交代する場合のスケジュール 

 ３～５月：GJ編集委員長選考委員会において次期 GJ 編集委員長候補者を選出 

 ６月：次期 GJ編集委員長候補者について，評議員会においてメール審議 

 ９月：GJ 副編集委員長選考委員会において GJ 副編集委員長候補者を選出 

 ９月：次期 GJ 副編集委員長候補者について，総会期間中に開催される評議員会にお

いて審議 

 

和文誌「地球化学」の編集体制に関する申し合わせ 

(1) 和文誌「地球化学」の編集は，「地球化学」編集委員長と「地球化学」編集委員

長が任命した「地球化学」編集委員から構成される「地球化学」編集委員会がおこな

う。 

(2) 「地球化学」編集委員長の任期は２年とし，再任を妨げない。任期は１月１日を

開始日とする。「地球化学」編集委員長は，任期２年目の第１回評議員会において，次

期も継続して任にあたるかを表明し，承認を得る。「地球化学」編集委員長が交代とな

る場合，次期「地球化学」編集委員長は，会長，副会長，現「地球化学」編集委員長

の３名と会長が指名した若干名を加えた「地球化学」編集委員長選考委員会において

候補者を選出し，評議員会に諮る。次期「地球化学」編集委員長は，現「地球化学」

編集委員長の任期満了の６カ月前（前年６月末日）までに決定する。 

(3) 「地球化学」副編集委員長は，必要と判断された場合に，「地球化学」編集委員

長が候補者を選出し会長の承認を得て任命することができる。 

(4) 次期「地球化学」編集委員長の決定は，２０１１年２月１２日開催の評議員会に



おいて示されたスケジュールに沿って進める。 

 

＊参考：２０１１年２月１２日開催の評議員会において示された和文誌「地球化学」

編集委員長の決定スケジュール 

 現「地球化学」編集委員長が当期末をもって交代する場合，次期「地球化学」編集

委員長は以下の手続きを経て決定される。 

 ２月：評議員会において「地球化学」編集委員長の当期任期末での交代あるいは継

続の意思確認おこない，承認 

＊以下「地球化学」編集委員長が交代する場合のスケジュール 

 ３～５月：「地球化学」編集委員長選考委員会において次期「地球化学」編集委員長

候補者を選出 

 ６月：次期「地球化学」編集委員長案について，評議員会においてメール審議 

 

２．３．GJ の今後と出版社選定 

 海老原会長から出版社の条件を比較した表について説明があり，今後テラと

Springer の２社に絞って検討を続けていくことが了承された。契約は，１月１日から

となるように努力する。 

２．４．横浜国立大学教育人間科学部 CST 養成プログラム 

 実施委員として，鍵企画幹事を推薦した。 

２．５．育志賞学会推薦選考方法 

 日本学術振興会育志賞の学会推薦の選考（１件）は，鳥居基金委員会がおこない，

評議員会の承認をえることとした。 

２．６．講師派遣事業へのサポートについて 

 講師派遣事業は，この分野の裾野を広げ，将来の地球化学にとって重要な活動であ

ることから。学会から講師派遣事業（講師の旅費）として２０万円措置することとし

た。 

２．７．協賛，共催について 

 原子力総合シンポジウム２０１１（委員：松尾会員，協賛金５，０００円）。第４８

回アイソトープ・放射線研究発表会（委員：村松会員）の協賛，共催を承認した。 

 

３．その他 

３．１．松本評議員の海外異動について 

 海外在住の評議員として残任期間１１ヶ月弱を活動していただく。 

３．２．GS 分担金について 

 ２０１０年が未払いであるが，そのままとする。２０１１年は LOC などと連絡済，

USD３，０００支払う予定。 



３．３．２０１２～１３年役員選挙について 

 選挙管理委員長として，鈴木評議員，選挙管理委員として鍵評議員＋JAMSTEC 所属

の会員数名にお願いする。 

３．４．２０１１世界化学年に関連したイベント，共催等について 

 ショートコース，講演会，講師派遣の際に共催事業であることを謳う。 


